
 

 

 

2012年8月4日／シトロエンレーシング発 

 

 

世界ラリー選手権（WRC）フィンランド 

～セバスチャン・ローブ、フィンランドで金メダル～ 

 

ロンドンオリンピックでのフランス人アスリート達のメダル獲得の業績と一致するかのように、セバスチャン・ロ

ーブも、ラリーフィンランドで3度目の優勝という素晴らしいパフォーマンスを発揮しました。ミッコ・ヒルボネン

／ヤルモ・レティネン組も２位に入賞。4戦連続の 1-2フィニッシュにより、シトロエン・トタル・ワールド・ラリー・

チームはマニュファクチャラーズとドライバーズのシリーズ優勝へまた一歩近づきました。 

   
 

セバスチャン・ローブ／ダニエル・エレナ組はスタートからフィニッシュまでラリーをリードし、選手権のスタンディ

ングにも十分な得点を加えることが出来ました。5秒のリードで最終日をスタートした 8度の世界チャンピオン

は、チームメイトのミッコ・ヒルボネン／ヤルモ・レティネン組を従えて優勝を果たしました。最終日は 3カ所のス

テージを2度走行する設定となっていました。 サーキーとルスツのステージ 2ヶ所を 2回走行後、選手達は

有名な33 kmのオウニンポウヤ・ステージに挑みました。 

ヒルボネンは、SS13スタートしてすぐの狭いコースで古い切り株にあたり、悪いことにそこでパンクを喫し、貴

重な数秒を失いました。次のステージでは、ローブがヒルボネンと同じような経験をしました。「僕は何処にも当

たってないんだけど、車のリアがちょっと滑りすぎた様な感じがした。事実、グリップの変化を見過ごしたよう

だ。そのときはバトルが切迫していたから焦ったよ」とローブ。しかし、彼はこのステージで2位との差を 7.4秒

差へと拡げました。闘いは 2周目まで続き、ローブはリードをさらに数秒広げました。 

ウニンポウヤのジャンプで優勝を決めて欲しいと言う多くの観戦者の願いは現実となりました。ライブＴＶ用の

ステージでローブとヒルボネンは、激戦を繰り広げました。SS17のフィニッシュでヒルボネンは2.2秒ローブと

の差を詰めました。この結果ローブとヒルボネンとの差は 7.2秒となりましたが、ヒルボネンはここで逆転は不

可能と悟りました。 

 

 



 

 

 

 

    

このステージ 2回目の走行はパワーステージとして、上位3台にボーナスポイントが与えられます。ラリー最

後のステージでしたが、シトロエンのドライバー達は諦めていませんでした。ヒルボネンは激しい走りで 15分

17.3秒のタイムでアベレージスピード129.54キロのベストタイムを出しました。これは、2004年にペター・ソル

ベルグが出した記録を塗り替える事になりました。「僕は優勝したかったから 2位フィニッシュは少し残念だね。

僕は、3日間とも常に全開だったんだ。だけどローブの方がもっと速かった。チームオーダーなしで自由に走ら

せてくれたチームにお礼を言いたい。そして 5回目の 1-2フィニッシュを達成したことを誇りに思う」と、ヒルボネ

ンは加えました。 

「ヒルボネンのような地元のドライバーと争って勝ち得た 3度目の優勝はとても嬉しいよ」と、パワーステージ3

位、総合で 2位に 6.1秒の差をつけて優勝したバスチャン・ローブは語りました。「スタートからフィニッシュまで

一度もリードを譲らず優勝できたことは格別だね。とにかくプッシュし続けたよ。時には限界ギリギリでね。そん

なときには、自分を信じるしかない。特にショックアブソーバーが進化した DS3WRCは数段乗りやすくなって､

ドライビングがとても楽になったよ。もちろん、ミシュランタイヤにもお礼を言いたい。」 

「我々のチームメンバーにおめでとうとお礼を言いたい。我々は自由に戦わせることにリスクがあることは承知

済みだけど、彼らはコースアウトもせずに我々の信頼に応えてくれた。それも、1-2フィニッシュをしてくれて」。

シトロエン・ゼネラル･マネージャー フレデリック・バンゼは強調しました。「シトロエンチームは再び世界一であ

ることを証明しました。8戦中 5戦で 1-2フィニッシュを果たしたことは、我々の進化を証明できたし、シトロエン

にとって重要な国々で開催される残り 5戦でも素晴らしい走りをお見せ出来るでしょう」。 

 

次回の WRC は、8 月 24 日～26 日にドイツで開催されます。 

2012 年もプジョー・シトロエン・ジャポンでは、圧倒的な強さを誇るシトロエンレーシングと DS3WRC

の世界ラリー選手権での活躍をタイムリーに配信して参ります。 

 

 

 



 

 

 

【最終結果】

優勝 Loeb/Elena Citroën DS3 WRC 2h28'11.4"

2位 Hirvonen/Lehtinen Citroën DS3 WRC +6.1"

3位 Latvala/Anttila Ford Fiesta RS WRC +35.0"

4位 Solberg / Patterson Ford Fiesta RS WRC +56.1"

5位 Ostberg/Andersson Ford Fiesta RS WRC +2'32.1"

6位 Tanak/Sikk Ford Fiesta RS WRC +2'47.6"

7位 Rantanen/Lukka Ford Fiesta RS WRC +4'51.7"

8位 Ketomaa/Stenberg Ford Fiesta RS WRC +6'01.9"

9位 Prokop/Hruza Ford Fiesta RS WRC +6'04.3"

10位 Ogier/Ingrassia Skoda Fabia S2000 +8'46.0"
 

【2012 ドライバーズポイント】

MON SWE MEX POR ARG GRE NZL FIN GER GBR FRA ITA SPA TOTAL

1 S. Loeb 28 11 27 0 25 28 26 26 171

2 M. Hirvonen 14 18 18 0 20 19 18 21 128

3 P. Solberg 15 14 18 15 11 0 17 14 104

4 M. Ostberg 0 15 13 25 15 12 - 10 90

5 JM. Latvala 0 26 0 2 - 17 9 15 69

6 E. Novikov 11 10 0 18 4 0 12 0 55

7 M. Prokop 2 2 - 10 12 10 - 2 38

8 T.Neuville 0 0 0 4 10 8 10 0 32

9 D. Sordo 18 0 - 3 0 - 8 - 29

10 O. Tanak 4 0 10 1 1 2 0 8 26

【2012 マニュファクチャラーズポイント】

1 Citroën Total WRT 37 28 43 0 43 43 43 43 280

2 Ford WRT 15 40 15 26 10 15 23 27 171

3 M-Sport Ford WRT 16 12 10 31 12 10 12 12 115

4 Qatar WRT - 8 8 15 6 0 10 2 49

5 Citroën Junior WRT - - 6 12 12 12 - 6 48

*結果はFIAの最終確認を条件とする

 


